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クメール語 29 15 28 30 15 30 18 13 25 21 35
算数 30 9 18 19 15 20 16 13 25 25 25
社会・生物 30 11 15 20 8 30 14 9 20 20 20
クメール語 22 50 65 26 15 40 18 9 40 40 32
算数 30 50 28 24 15 30 18 9 20 27 22
社会・生物 30 50 24 11 15 30 18 9 15 15 22
クメール語 16 17 27 15 15 35 18 0 31 13 26
算数 11 14 28 10 15 25 18 1 29 12 26
社会・生物 11 21 30 10 15 30 18 2 29 14 21
クメール語 6 5 31 15 15 0 11 16 26 16 26
算数 6 2 28 10 15 0 8 7 27 12 26
社会 5 0 29 10 15 10 8 14 28 15 21
生物 6 0 26 15 15 10 8 8 27 13 16
クメール語 11 20 32 13 6 0 13 13 21 15 15
算数 11 18 29 12 6 0 12 12 22 16 25
社会 11 23 13 10 6 0 12 3 18 13 20
生物 11 19 34 10 6 0 11 6 18 12 20
クメール語 15 0 31 20 15 30 14 9 21 0 0
算数 15 1 32 20 15 0 13 5 20 0 0
社会 15 0 34 20 15 0 18 4 23 0 0
生物 15 1 35 20 15 0 17 7 22 0 0
合計 336 440 326 286 6 17 712 340 365 272 537 320 322 30 1 148 169 148 507 206 299 2 70 398 299
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               カンボジアの子どもたちに教科書を

                    ２０１２年 ９月 No.４２

                市井秀治                   

新学年度に向けて支援を始めました

２０１１/２０１２年度の学期が終了し、カ

ンボジアでは夏休みに入っています。昨年度

はルセイサン小学校、ワットハー小学校を初

めとして合計 11 校の学校に向けて教科書支

援を行いましたが、いくつかのカンボジア独自の問題のために学期の初めに

教科書の購入が間に合いませんでした。このような昨年の反省に基づいて、

今秋から始まる２０１２/２０１３年度には全ての子ども達に学期の初日か

ら教科書を渡すことが出来るように取り組んできました。その甲斐あって、

夏休み中の現段階で購入の必要な教科書の集計もおおむね終了し、表の通り、

合計３，７７３人の子ども達を対象に３，８８５冊の教科書の購入を開始し

ています。支援金額は約３，８００ドルになる見込みです。

また、同時に教科書支援の成果を計る為、昨年同様に各学校の進級率に関

する調査を行いました。結果として、92％の子どもが無事次の学年へ進級

しましたが、昨年も同程度の進級率であったため、改善は 0.1％に留まりま

カンボジア便り
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学校名 生徒数 進級者 留年者 退学者 進級率
進級率

（対昨年比）
No. 1 392 355 35 2 91% -0.8%
No. 2 228 200 9 19 88% -1.4%
No. 3 675 628 42 5 93% -0.6%
No. 4 325 308 16 1 95% 0.7%
No. 5 445 411 28 6 92% 0.7%
No. 6 298 259 31 8 87% -1.0%
No. 7 118 109 7 2 92% 0.2%
No. 8 125 107 18 0 86% -4.5%
No. 9 206 195 11 0 95% 4.0%
ルセイサン 265 249 14 2 94% 1.9%
総合計 3,077 2 ,821 211 45 92% 0 .1%

した。当会では、留年や退学をして進級できない子どもは、貧困などの家

庭の問題が原因になっており、教科書支援のみでは解決できない面がある

と考えています。その為、教科書支援の成果を定量的に図る意味では、こ

れまでも時折各校に報告してもらっている出席率や試験の成績などを、今

後は時系列で把握できないかどうか現地で検討をしてもらっています。

   

教科書支援以外については、当会で給与を支払っている識字学校とルセイサ

ン幼稚園の先生との契約の延長を行いました。あわせて、教科書支援校の一部

に対する学校の床補修・井戸の補修などを検討しています。

神戸大学経済学部石黒馨研究室の皆さんから

    インタビューを受けました         大澤 龍

ここの学生さん達は、「国連ミレニアム開発目標（MDGｓ）達成に関する政府

開発援助（ODA）の影響、中でも【 2015 年までに世界中の小学生の最終学年修

了率を 100％にする】達成への影響」について研究中です。

その一環としてカンボジアでの初等教育の現状を調査するに当たり、当会を

対象の一つに選んで下さい

ました。日本だけでなく、

カンボジアにも行ってリテ

ィさんにもインタビューを

なさる予定です。

今回のインタビューの感想

1） 当初の訪問依頼メールから、事前の質問事項送付などの段取りの良さ、メ

ールの反応が早く文章も確りしていること等、気持ちの良いやりとりで中身も

濃く、「今時の若い者も満更捨てたもんじゃない」と思わせて頂けたこと。

2） 質問事項の中で、「あっ、これ考えてなかったけど、やらないといけないな」

と気付かせて頂くことがあり、とても勉強になったこと。

石黒研究室の皆さん、ありがとうございました。楽しいひと時でした。

リティさんとのインタビューでも成果が挙がりますように。

石 黒 教 授 （左 から２ 人 目 ）と研 究 室 の皆 さんと私
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作 業 も 最 後 の段 階 ・袋 詰 めです

                                       

ニュースレター発送作業の感想          松田 えり子

仕事を辞めて充電期間を送る日々、何かお役に立てることができたらと思い

久しぶりにボランティアとして発送作業に参加しました。ブランクがありまし

たが、事前にしっかりとした内容のパンフレットや作業手順を送って頂いたの

で、当日はスムーズに集中して行うことができました。参加した皆さんは会の

気風を反映しているかのような真面目で志の高い方が多く、刺激を受けました。

作業を終えて考えたのは、こうして久々に参加できたのも日韓アジア基金と

いう会の継続があってこそであり、スタッフの皆さんが協力して会の理念をぶ

れずに貫いている所にあると感じました。そして活動に信頼を持って賛同して

くださる全国の支援者の方たちの

おかげでもあると改めて実感しま

した。

自分の進路を模索しながらも今

後も活動を支援し、折に触れて貢

献させていただきたいと思います。

ニュースレター発送ボランテ

ィアに参加して    

  

ニュースレター発送ボランティア

は昨年の１１月に初参加してから三回目です。きっかけは社会人になって半年、

仕事が忙しくなり出したこともあり、会社と家を往復するばかりの生活に若干

の危機感を覚え始めていました。その頃、学生時代から興味のあった国際協力、

ボランティア活動への第一歩を踏み出そうと決めました。

毎回様々な職業の方がそれぞれの目的を持って参加されており、新鮮な刺激

があります。単純作業ではあるものの、参加後は充実した時間を過ごせた気持

ちになります。その理由は手書きのメッセージ書きにあると私は思います。手

書きにすることで相手の心に伝わりやすくなるというのが理由だと伺いました

が、それだけではなくボランティア参加者はメッセージを書いている間、支援

者の方や支援先のカンボジアの子供たちのことが頭に思い浮かびます。その相

手を想う気持ちが作業後の充実感につながっている気がします。

このボランティアが始まりで他のボランティアのイベントや国際協力のセミ

ナーに参加するようになりました。興味のあることへの第一歩を踏み出し視野

を広げる楽しさを学ぶ素敵なきっかけをありがとうございました。

  

有馬 美代

ボランティアさんの感想
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ご入会･ご寄付のお願い

当会イベントにボランティアスタッフとして参加下さった方

活動会員：年会費 ５,０００円(学生、未成年者 ２,０００円)

賛助会員：年会費１口５,０００円(学生、未成年者 １口２,０００円)     

法人会員：年会費 1 口１０万円

  ご寄付：２,０００円以上おいくらでも

年次総会開催のお知らせ

ビビンの会開催のお知らせ

表題の件、下記の通り開催いたします。詳細は同封の開催通知をご覧下さい。
日時 9 月 22 日（土・祝） 10 時～ 11 時
場所 アジア文化会館 102 教室

恒 例 の日 ・韓 ・アジア懇 親 ティーパーティー・ビビンの会 を、総 会 の午 後 に開 催 します。
日 時 9 月 22 日 （土 ・祝 ） 14 時 から１7 時 （受 付 開 始 13 時 30 分 ）
場 所 アジア文 化 会 館 101 教 室
会 費 500 円 うち室 料 ・お茶 代 200 円 、当 会 の活 動 へのご寄 付 300 円 を予 定 します。

終 了 後 アルコールと軽 食 付 きの懇 親 会 を実 施 します。
時 間 18 時 ～20 時 予 定
会 費 社 会 人 2,000 円 日 本 人 学 生 1,000 円 留 学 生 500 円

2012 年６月１７日 ニュースレター4１号 発送作業（敬称略・五十音順）

雨間由起子・有馬美代・川口裕子・熊谷遥・鈴木優惟・田野早誉・長澤桂・
永瀬恵民子・野口やす子・野口実結・福島未来・古川理彩子・松田えり子・
宮林 華・ユーファヨン

・活動 会員 ：活 動に 積極 的に ご参 加頂 け る方。 総会 での 議決 権が ござ いま す。

・賛助 会員 ：定 期的 にご 支援 頂け る方 。

ご支 援下 さっ た方 には ｢日韓 アジ ア基 金 ニュー スレ ター ｣を お届 けし ます ｡

＜お問 合せ 先＞ (日 本語 でお 願い しま す )

〒 113-0021 東京 都文 京区 本駒込 2‐ 12‐ 13  ア ジア 文化 会館 (Ａ ＢＫ )内

Ｔｅ ｌ： 090-4456-2942(庶 務 ･会 計担 当 大澤 ) FAX： 03-3946-7599(ＡＢ Ｋ )

E-メール： i laf@iloveasia2.sakura.ne.jp  

ＨＰ： 検索サイトで｢日韓アジア基金｣で検索なさって下さい｡

発行人 特定非営利活動法人 日韓アジア基金・日本 代表理事 江本 哲也

＜郵便振替口座＞

口座番号 00180-2-25153

口座名   日韓アジア基金

2012 年 5 月 29 日 ～2012 年 8 月 15 日 に会 費 ・ご寄 付 を下 さった方 敬 称 略 ･ 五 十 音 順          

阿南 糸代 江本 哲也 加来 明子 工藤 早苗 匿名寄付 堀川 泰義 兪和暎 2件

荒川 雄彦 王    嶺 唐澤一登 越塚 忠巳 福島忠男・シゲ 松田 明美 湯田亜里沙

井内 和夫 大澤   龍 川崎由紀子 健石 睦子 福本 正勝 松田えり子 吉村 悦子

井上 卓也 大塚 紀子 菊池貞子 田野辺隆男 藤井 幸子 峯村 公雄

内尾亜津子 小原 勝子 北川 節子 田村 洋平 藤井 昌子 村松 悦子


